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形名表示位置

三菱天井扇
形　名

C90-WC（ホワイト）
C90-WC-BK（ブラック）
C140-WB（ホワイト）
C140-WB-BK（ブラック）
据付説明書 販売店・工事店様用

本体の取付けは980Nの荷重に耐えられるところを選んでください
●天井扇の速度調節器は同梱の専用速度調節器（1台用）または別売の FS-5TA2（複数台速調器）を使用
してください。

●取付けの前にこの説明書をよくお読みになり、正しく安全に取付けてください。
●試運転まで足場は取りはずさないでください。

取付け終了後は必ず別冊の「取扱説明書」とこの説明書をお客様、または施工管理者にお渡しください。
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安全のために必ず守ること

●回転中の羽根に物を当てたり、手を触れたりし
ない
　（落下によるけがの原因）

●1台の速度調節器に2台以上の天井扇をつながない
 （速度調節器の発煙・発火の原因）
●つぎのところでは使わない
・温室・ビニールハウスなど湿度の高いところ
・雨や水しぶきのかかるところ
・40℃以上の高温になるところ
・ガスレンジなど炎の近く
・綿ぼこりや砂ぼこりの多いところ
・常に10℃以下になる低温なところ
・引火性ガスがあるところ
・工場内など油のつきやすいところ
・塩害・温泉害の発生しているところ
（感電や火災、錆による落下の原因）
●有機溶剤を使用しているところ、機械加工工場な
ど油の付きやすいところ、直射日光等、強い紫外
線の当たるところでは使わない
（変質、破損による落下の原因）
●振動や衝撃の大きいところでは使わない
（落下によるけがの原因）
●羽根をつけずに運転しない
（けがやモータの発煙・発火の原因）
● 包装箱を引きずらない 
（床に傷が付く原因）
● 羽根取付ネジは電動工具で締め付けない 
（下穴のネジ山がつぶれて、羽根が落下し、け
がの原因）

●取付け・点検の際は手袋を着用する
（着用しないとけがの原因）
●電気工事は電気設備の技術基準や内線規程に従
って安全・確実に行う
（接続不良や誤った電気工事は感電や火災の原因）
●製品の組立てや取付けは各部品を確実に締め付
ける 
（落下によるけがの原因）
●複数台の天井扇の羽根をはずし、再取付けする
場合は同一記号の付いた羽根どうしを組み合わ
せて取付ける 
（本体に異常な振動が発生し、本体が落下して
けがをする原因）
●取付けや点検のときは、安定した台などを用意
して、平らなところや異物のないところで行う
（転倒し、けがをする原因）
●ワイヤーロープは必ず取付ける
（落下のよるけがの原因)

●改造や分解はしない
（火災・感電・けがの原因)

●製品を水につけたり、水をかけたりしない
（ショート・感電の原因)

●交流100Vを使用する
（直流や交流200Vを使用すると火災や感電の原
因）
●速度調節器は天井扇本体と必ず直列に接続する
（火災・感電の原因）
●製品の取付け・組立ては据付説明書どおりに行
う
（火災・感電・落下によるけがの原因）
●本体の取付けは980Nの荷重に耐えられるところ
を選んで、確実に取付ける 
（落下によるけがの原因）
●メタルラス張り、ワイヤラス張り、または金属
板張りの木造の造営物に設置する場合、取付ネ
ジやボルトとメタルラス、ワイヤラス、金属板
とが電気的に接触しないよう取付ける 
（漏電した場合に発火する原因）
●点検の際は、必ず分電盤のブレーカーを切る
（通電状態では感電やけがの原因）

分解禁止

水ぬれ禁止

指示に従い
必ず行う

禁止

接触禁止

指示に従い
必ず行う

誤った取扱いをしたときに生じる危険とその程度を、
次の表示で区分して説明しています。

本文中や本体に使われている図記号の意味は次のとおりです。

誤った取扱いをしたときに
死亡や重傷などに結びつく
可能性があるもの

誤った取扱いをしたときに
軽傷または家屋・家財など
の物的損害に結びつくもの

禁止

分解禁止 水ぬれ禁止

指示に従い
必ず行う接触禁止

警告 注意

警告 注意
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各部のなまえと外形寸法図
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本　体

仕　様

速度調節器

■吊り手部分

羽根

モータ

変化寸法表
形　名

C90-WC（-BK）
C140-WB（-BK）

A
900

1400

単位(mm)

単位(mm)ツマミ

パネル スイッチボックス

（強風の場合）

形名
電圧

（V）
周波数
（Hz）

消費電力
（W）

質量（kg）
本体 速度調節器

C90-WC（-BK） 100 50/60 48/56 6.9 0.55

C140-WB（-BK） 100 50/60 50/60 7.8 0.55
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各部のなまえと外形寸法図　つづき

必ずお守りください

付属部品

締付ネジ
（4×25）
　　　  …2本

木ネジ（20Ｌ）
　　　  …4本

リングスリーブ
　　　  …2個

バンド…2本

絶縁チューブ
（φ8・長さ40ｍｍ）……2本

耐熱チューブ
（φ4・長さ110ｍｍ）……2本

[速度調節器用][本体用]

木ネジ（20Ｌ、45Ｌ）
　　　　　　…各2本

止めピン…………1個

ワイヤークリップ
                    　 …1個

割ピン……………2個

ナット（Ｍ10）…2個

ゆるみ止めナット（Ｍ10）
　                 　 …1個

バネ座金（Ｍ10）
　　　　　　　…1個

平座金（Ｍ8）……1個リングスリーブ…2個

取付ボルト（Ｍ10）
　　　　　　　…1個

固定金具…………1個

吊り手……………1個

傾斜天井用カバー
　　　　　　　…1個

ハンガーカバー…2個

パイプ……………1本

上部ハンガー……1個

●天井扇を取付けた天井には必ず吊り手が点
検できる保守点検口を設けてください。

●マンション等に天井扇を取付ける場合には
点検やメンテナンスができるキャットウォー
クを設けてください。

■本製品は1回／年のメンテナンスが必要ですので、必ずメンテナンスができる場所へ取付けてください。
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取付け場所の選定

　　

床から天井扇までの高さ
3000ｍｍ以上

床面

壁面

天井板

吊り手

吊り手

Ａ Ｂ

吊り手

　

天井の角度

350ｍｍ
　以上

227以下

277以下

323以下

366以下

407以下

447以下

C140-WB（-BK）C90-WC（-BK）
天井の角度

水平～5°未満

5°以上10°未満

10°以上15°未満

15°以上20°未満

20°以上25°未満

25°以上30°未満

464以下

402以下

338以下

270以下

199以下

121以下

吊り手の取付け面から天井板までの距離

吊り手の取付け面か
ら天井板までの距離

●天井板から羽根までの最短距離を350mm以上とするための吊り手の位置は下記寸法を参考にしてください。
（パイプを切断しない場合）

10.5

形　名

C90-WC(-BK)

C140-WB(-BK)

A
壁面との距離

1000以上
1500以上

B
隣の天井扇との距離

1800以上
2800以上

単位(mm)

単位(mm)

●吊り手の形状により天
井にあける穴の中心と
本体の吊り下げ中心は
ずれていますので注意
してください。

●強度がない場合は、タル木やツリ木などを用いて補強してください。
●吊り手は天井裏の構造物へ取付ける場合と、天井面へ取付ける場合の2通りの取付けができます。
●吊り手は回り止めとして木ネジを2本使います。木ネジが使用できるところを選んでください。天井面(ボード)に取付
ける場合は天井裏に補強板として木材（□120mm以上、厚さ30mm以上）を取付けてください。補強板はツリ木等で
固定してください。

取付場所の強度・取付位置

警告
●本体の取付けは980Nの荷重に耐えられるところ
を選んで、確実に取付ける 
（落下によるけがの原因）

□120ｍｍ以上

30
ｍ
ｍ

以
上

吊り手を
天井面に取付ける場合

吊り手を
天井裏に取付ける場合

●天井扇を並べて取付ける場合、または近
くに壁面など障害物がある場合は左図寸
法を守ってください。
●吊り手を天井裏へ取付ける場合、天井面
から羽根までの距離は350mm以上とるよ
うにしてください。（350mm以下にする
と上下のハンガーカバーが干渉します。
また、空気が乱れ本体が揺れやすくな
り、風量も低下します）

パイプによる
高さ調節を
する場合
546ｍｍ以上
（6ページ参照）

天井板から羽根取
付け面までの距離
が350mm以上と
なる位置に吊り手
を取り付けること。
（下記「メモ」参照）

メモ

付属部品

締付ネジ
（4×25）
　　　  …2本

木ネジ（20Ｌ）
　　　  …4本

リングスリーブ
　　　  …2個

バンド…2本

絶縁チューブ
（φ8・長さ40ｍｍ）……2本

耐熱チューブ
（φ4・長さ110ｍｍ）……2本

[速度調節器用][本体用]

木ネジ（20Ｌ、45Ｌ）
　　　　　　…各2本

止めピン…………1個

ワイヤークリップ
                    　 …1個

割ピン……………2個

ナット（Ｍ10）…2個

ゆるみ止めナット（Ｍ10）
　                 　 …1個

バネ座金（Ｍ10）
　　　　　　　…1個

平座金（Ｍ8）……1個リングスリーブ…2個

取付ボルト（Ｍ10）
　　　　　　　…1個

固定金具…………1個

吊り手……………1個

傾斜天井用カバー
　　　　　　　…1個

ハンガーカバー…2個

パイプ……………1本

上部ハンガー……1個

●天井扇を取付けた天井には必ず吊り手が点
検できる保守点検口を設けてください。

●マンション等に天井扇を取付ける場合には
点検やメンテナンスができるキャットウォー
クを設けてください。

■本製品は1回／年のメンテナンスが必要ですので、必ずメンテナンスができる場所へ取付けてください。
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取付け場所の選定　つづき
パイプによる高さ調整

パイプ切断後、切断面より12mmの位置にφ8.5mmの貫
通穴を反対側の穴の向きと90°ずらした方向にあけ、切
断面に錆止めのペンキ等を塗ります。

●φ8.5mmの穴が片寄りますと、回転中に横振れ、振動
等が生じ、落下の危険がありますので十分注意して中
心に穴をあけてください。

●天井面が低くてやむをえずパイプを短くする場合は下記の内容に従ってください。
●パイプの長さは400ｍｍ以下にしないでください。（パイプの全長は630ｍｍです）
　（400ｍｍ以下にすると振動を吸収できず、本体がゆれやすくなります）
●釣り手を天井裏に取り付ける場合、天井板から羽根までの距離が350ｍｍ以上となる位置に取り付けてください。
●パイプには方向性がありますので、切断する端面を間違えないよう注意してください。

●配線工事はVVFケーブルφ1.6mmを必ず使用する。
●VVFケーブルの長さは100m以上にしないでください。
●200V電源を接続しないでください。（モータの温度ヒューズま
たは速度調節器の温度ヒューズが溶断し、不動作になります）

送風範囲

結線図

送風範囲を表に示すと次のようになります（参考）

2.5
3.5
4.5
5.5
2.5
3.5
4.5
5.5

弱風
φ1.5
φ1.5
φ1.3
φ1.1
φ1.9
φ1.9
φ1.7
φ1.5

中風
φ1.7
φ1.9
φ1.9
φ2.1
φ2.1
φ2.3
φ2.3
φ2.5

強風
φ2.1
φ2.3
φ2.3
φ2.5
φ2.5
φ2.7
φ2.9
φ3.1

送風範囲羽根からの
距離(高さ)形  名

C90-WC（-BK）

C140-WB（-BK）

単位(m)

切

強 中

弱 　　　電源
AC100V
50/60Hz速度調節器

天井扇本体

630

90°ずらす

穴

穴

溝

12

400以
上

φ8.5

ペンキを塗る

φ8.5
悪い例 良い例

単位(mm)

お願い

シ
ロ

シ
ロ

シ
ロ

ク
ロ ク

ロ

電源　AC 100V 50/60Hz

速度調節器 天井扇

電　流
ﾋｭ-ｽﾞ3A

電源
コード

Ｍ

ア
カク

ロ
シ
ロ

ア
カ

ク
ロ

コイル

コンデンサ

モ－タ
リード線

１
２３

温度ヒューズ
145℃温度ヒューズ145℃

警告
●交流100Vを使用する （直流や交流200Vを使用すると火災や感電の原因）
●速度調節器は天井扇本体と必ず直列に接続する （火災・感電の原因）

羽
根
か
ら
の
距
離

（
高
さ
）

送風範囲
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本体構成図

(1)取付ボルトの取付け
(2)吊り手の固定

1. 吊り手の取付け

(1)モータとパイプの取付け
(2)ハンガーカバー下側の取付け
(3)上部ハンガーとパイプの接続
(4)羽根の取付け

2.本体の組立

(1)本体の吊り下げ
(2)ワイヤーロープの取付け・
  　電源コードの接続
(3)ハンガーカバー上側の取付け

3.本体の吊り下げ

8～11ページ

14ページ
12～13ページ
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取付けかた

(1)取付ボルトの取付け
吊り手を固定するため取付ボルトを下記の内容に従って取付けてください。
吊り手は天井裏の構造物へ取付ける場合や天井面へ取付ける場合で取付方法が異なります。

警告
●本体の取付けは980Nの荷重に耐えられるところを選んで、確実に取付ける 
（落下によるけがの原因）

1. 吊り手の取付け

天井面へ取付ける場合（木造住宅・軽量鉄骨の天井）
吊り手を天井面へ取付ける場合は天井板の裏側に補強板が必要です

単位(mm)

φ122

ハンガーカバー外形

25

43

φ11
電源線・ワイヤーロープ
通し用穴

(5
0)

　　φ11　
取付ボルト用穴

吊り手外形

φ40 30

取付ける位置の天井板の裏側に補強板を固定
する
1. 固定金具を木ネジ20Lで固定し、付属の取付ボル
ト（M10）を通す。
●取付ボルトには方向性がありますので注意して
ください。（カットしてある側が下です）

2. 取付ボルトの上部の穴に割ピンを入れて先端を
両方に広げる。

3. 取付ボルトは出寸法が27～36mmになるよう調整
する。

4. 天井面に電源線とワイヤーロープ通し用の穴を
あける。
●穴は吊り手の取付方向に注意してあけてください。

天井面を補強するため、ツリ木やタル木を用いて補強板を固定する

木造住宅への取付け

天井補強例
ツリ木

ツリ木

タル木

野縁

補強板

補強板

天井板
天井板

補強板 天井板

ツリ木

野縁

タル木

30
～

20
0

取付ボルト

割ピン
両方に広げる

固定金具
取付ボルト

木ネジ
20Ｌ

単位(mm)

27
～

36天井面

カット
取付ボルト

タル木と天井板の間にすき間がな
いようにしてください。
（吊り手をナットで締め付ける
際、天井板が上に変形し、破損す
るおそれがあります。すき間がど
うしても埋められない場合は下記
の「天井面の変形防止」を参考に
してください）

天井面の変形防止
タル木と補強板のすき間を埋めることができ
ない場合は天井面から1mm以内の位置に付属
のナットを入れてください。（吊り手をナッ
トで締め付ける際、天井板が上へ変形し、破
損するおそれがあります）

タル木

天井

補強板

す
き
間

ナット（浮き防止）

1ｍ
ｍ
以
下
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取付ける位置の天井板（ボード）の裏側に補
強板を固定する
1. 補強した天井に付属の取付ボルトまたは市販の
ボルト（M10）を付属の固定金具と一緒に取付
ける。
●補強板は必ず固定金具で固定してください。
　（吊り手をナットで固定する際、天井板が上に
変形し、破損するおそれがあります）
●固定金具は付属の木ネジ20Lで固定してください。
●付属の取付ボルトの取付けについては8ページ「木
造住宅への取付け」の項を参照してください。

2. 取付ボルトは天井からの出寸法が27～36mmにな
るよう調整し、しっかりと固定する。

3. 天井面に電源線とワイヤーロープ通し用の穴を
あける。
●穴は吊り手の取付方向に注意してあけてください。

軽量鉄骨への取付け

その他の施工例

単位(mm)

φ122

ハンガーカバー外形

25

43

φ11
電源線・ワイヤーロープ
通し用穴

(5
0)

　　φ11　
取付ボルト用穴

吊り手外形

φ40 30

27
～

36天井面

取付ボルト

補強板

取付ボルト（または市販ボルト M10）
固定金具

レースウェイ

　　野縁
（Ｃチャンネル）野縁受け

天井板

固定金具
取付ボルト

木ネジ
20Ｌ

レースウェイ

取付ボルト

天井板
　　野縁
（Ｃチャンネル）

野縁受け

補強板
固定金具

レースウェイと天井板の間にすき間がない
ようにしてください（吊り手をナットで締
め付ける際、天井板が上に変形し、破損す
るおそれがあります。すき間がどうしても
埋められない場合は、8ページの「天井面
の変形防止」を参考にしてください）
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取付けかた　つづき

厚い梁へ取付ける場合

木造の梁への取付け

コンクリートスラブへの取付け

27
～

36

市販のボルト
(M10)

20
0以
上

梁

取付ボルト

割ピン
両方に広げる

単位(mm)

単位(mm)

固定金具

木ネジ
20Ｌ

1. 固定金具を木ネジ20Lで固定し、付属の取付ボル
ト（M10）を通す。
●取付ボルトには方向性がありますので注意して
ください。（カットしてある側が下です）

2. 取付ボルトの上部の穴に割ピンを入れて先端を
両方に広げる。

3. 取付ボルトは梁からの出寸法が27～36mmになる
よう調整する。

市販のアンカーボルトとワイヤーロープ固定金具
をコンクリートに固定する。
●吊り手を固定（次ページの「吊り手の固定」の
項を参照）後、コンクリートピンで吊り手の回
り止めをしてください。
●アンカーボルトはM8・M10・M12のいずれかを
使用してください。

1. 厚い梁（200mm以上）へ取付ける場合には、付
属の取付ボルトのかわりに市販のボルト
（M10）を使用する。

2. 梁からの出寸法を27～36mmになるよう調整し、
付属のナット（M10）を用いてボルトの回り止
めを行う。

固定金具

付属のナット
(M10)

警告
●アンカーボルトの長期引抜強度は7840Nの荷重に耐えられるよう設置する
（落下によるけがの原因）

天井裏の構造物へ取付ける場合（木造の梁・コンクリートスラブ）

27
～

36梁

カット
取付ボルト

30 ～
20

0

取付ボルト

ハンガーカバー

コンクリートピン

27
～

36

ワイヤーロープ
固定金具

電源コードコンクリート面

アンカーボルト

ワイヤーロープ

屋内配線
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1. 吊り手の穴と取付ボルトの中心を合わせ、付属
の木ネジ45L（2本）で固定する。

2. 付属のバネ座金、ナット（第一ナット）、ゆるみ止めナ
ット（第二ナット）のダブルナットで固定する。

3. 取付ボルトの穴に割ピンを入れ、先端を両方に
広げる。

●ボルトがM12・M8の場合は市販のナット・ゆる
み止めナット・バネ座金を使用してください。
●割ピンは不要です。
●M8ボルトに取付ける場合は付属の座金を使用し
てください。

M8ボルトの場合の締付けトルク : 
　　550～650N・cm（56.1～66.3kgf・cm）
M12ボルトの場合の締付けトルク : 
　　850～950N・cm（86.7～96.9kgf・cm）

(2)吊り手の固定
取付ボルト

カット面

吊り手

バネ座金

ナット
(第一ナット)

ゆるみ止めナット
(第二ナット)
割ピン
(先端を広げる)

木ネジ45L

付属の取付ボルト以外に固定する場合

警告
●第一ナットの締付けトルクは700～800N・

cm（71.4～81.6kgf・cm）で締め付ける 
（落下によるけがの原因）

警告
●傾斜天井へ取付ける場合、吊り手には方向性が
ありますので注意してください 
 （落下によるけがの原因）

固定

回す

●第一ナットは取付ボルトが回らないよう、カッ
ト面をスパナやペンチ等で固定し、規定トルク
でしっかりと締め付ける。
●第二ナットも規定トルクで最後まで締め付け
る。
●第二ナットをスパナで動かないよう固定し、第
一ナットをゆるむ方向に回してナットどうしを
締め付ける。

ダブルナットの締め付けかた

ゆるむ方へ回す

正 誤
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取付けかた　つづき

(1)モータとパイプの取付け

(2)ハンガーカバー下側の取付け

2.本体の組立
●付属の緩衝材は組立時の羽根変形防止のために
モータ受台として同梱しています。強く押すと
モータが傾きますので注意してください。
●付属の緩衝材にモータを包んでいたポリ袋を敷
き、モータを置いてから組み立ててください。

1.モータ軸に固定してあるナット類をはずし、段付き
ボルトを抜く。

2.電源コードとワイヤーロープをパイプ内に通し、切
欠き穴部から外に出す。
●パイプには方向性がありますので注意してくださ
い。（切欠き穴側が下です）

3.モータ軸にパイプを差し込み、取りはずした段付き
ボルトとゆるみ止めナットで固定し、付属の止めピ
ンを取付ける。

4.ワイヤーロープと電源コードの長さを調整する。
●電源コードはテープとパイプの切欠き穴を合わせ
てください。ワイヤーロープはたるみのないよう調
整してください。（たるみが大きいとモータカバー
に接触し、異常音が発生したり、モータが回転しな
い場合があります）

1.ハンガーカバー（下）を止めネジをゆるめてか
ら、パイプに固定してある位置合わせネジにあ
たるまで下側におろす。

2.止めネジを締め付けパイプに固定する。
●止めネジはハンガーカバーががたつかない程度
に軽く締め付ける。（強く締めすぎるとハンガーカ
バーが傾いたり、破損したりします）

3.ハンガーカバー（上）は止めネジを緩めてか
ら、パイプに通しておく。（傾斜天井へ取付け
る場合は傾斜天井用カバーも通しておく）

●次の確認をしてください。
・ハンガーカバー（下）とモータカバーの間に

5mm以上のすき間があること
・モータカバーと電源コード・ワイヤロープが
接触しないこと
（すき間がなかったり、コードなどがモータカ
バーに接触していた場合は異常音が発生した
り、モータが回転しない場合があります）

切欠き穴テープ

電源コード
ワイヤー
ロープ

電源コード

パイプ 切欠き穴

ハンガーカバー(下)

モータカバー

ハンガーカバー（上）

止めネジ

平座金

段付きボルト
バネ座金

モータ軸
モータカバー

ゆるみ止めナット

止めピン
(付属品)

緩衝材
ポリ袋

位置合わせ
ネジ

止めネジ

ハンガーカバー
をあてる

お願い
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(3)上部ハンガーとパイプの接続

(4)羽根の取付け

1.上部ハンガー金具の下側の止めピンとゆるみ止め
ナットをはずし、段付きボルトを抜く。

2.上部ハンガー金具を開いてパイプをはさむ。
3.はずした段付きボルトを差し込み、ゆるみ止めナッ
トと止めピンで固定する。

1.羽根は1枚ごとに記号（数字）が表示してありま
す。必ず1台分（3枚）が同一記号であることを
確認する。

2.図のようにモータ上面に仮止めされている羽根
取付ネジ・バネ座金・平座金を取りはずす。

3.羽根に刻印された「上」を上にして、はずした
羽根取付ネジ・バネ座金・平座金で羽根をモー
タに取付ける。 
●羽根取付ネジ・バネ座金・平座金は必ず仮止め
されていた位置に取付けます。

●羽根は変形させないように取扱いには十分注意
してください。
●羽根の記号が異なっている場合は、別冊の「取扱説
明書」の「三菱電機 ご相談窓口・修理窓口」にご連
絡ください。異なった記号の羽根をそのまま使用さ
れますと、羽根が破損するおそれがあります。

警告
●羽根取付ネジは電動工具で締め付けない
 （下穴のネジ山がつぶれて羽根が落下し、けがの原
因）

羽根取付ネジ（M5）

バネ座金
(M5ネジ用)

バネ座金
(M4ネジ用)

平座金
(M5ネジ用)

平座金
(M5ネジ用)

平座金
(M4ネジ用)

この部分に記号（数字）
が表示されています

曲げ線先端

曲げ線先端
曲げ線先端

羽根

モータ

曲げ線先端
どうしの距離

羽根は3枚の角度が同じになる
ように取付けてください

隣り合う羽根の曲げ線先端どうしの距離が同
じになるように調整してください。
（距離が合っていないと振動の原因になります）

羽根取付時のお願い

お願い

止めピン

ゆるみ止め
ナット

パイプ

ハンガー金具

段付きボルト 

電源コード
ワイヤーローブ

目安の距離 C90-WC     :   778mm
 C140-WB  : 1202mm
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取付けかた　つづき

(1)本体の吊り下げ

(2)ワイヤーロープの取付け・電源コードの接続

(3)ハンガーカバー上側の取付け

3.本体の吊り下げ

パイプを持ち上げ上部ハンガーのゴムローラーを吊
り手に掛ける。

パイプに通した上側のハンガーカバーを天井面から
少し離し（2～3mm）、止めネジで固定する。
●止めネジはハンガーカバーが落ちない程度に軽く
締め付けてください。
（強く締めすぎるとハンガーカバーが傾いたり、破
損したりします)

●天井扇の持ち運びには、羽根を変形させない
よう十分注意する
（振動の原因）

吊り手

上部ハンガー

ゴムローラー

1.ワイヤーロープを天井裏の強度のある構造物など
に取付ける。
●ワイヤーロープには必ず50～100ｍｍのたるみを
残してください。

2.ワイヤーロープを付属のワイヤークリップ（1個）で
しっかりと締め付ける。（ボックスドライバー等を用
いてワイヤークリップのナットを締め付ける）
●ワイヤークリップとワイヤー先端の長さは30～500
ｍｍに調整してください。

3.電源コードは屋内配線と付属のリングスリーブで専
用工具を用いて接続する。
●専用工具：ニチフ　ＮＨＥ　4
●屋内配線はＶＶＦケーブルφ1.6ｍｍを必ず使用し
てください。

●屋内配線と天井扇の電源線および速度調節器の
リード線をリングスリーブでかしめる時は単線
により線を巻き付けないでください。（より線
が断線するおそれがあります）

電源コード

屋内配線屋内配線
リングスリーブリングスリーブ

より線 より線

単線単線

天井扇の電源線および
速度調節器のリード線

天井扇の電源線および
速度調節器のリード線

ワイヤーロープ

リングスリーブ

絶縁処理

天井板

980Nの荷重に
耐える構造物

30～
500mm

ワイヤー
ロープ

ワイヤー
クリップ

注意

お願い

止めネジ

2~3mm離す
パイプ

天井面

ハンガーカバー
上側

水平天井の場合

正 誤

屋内配線
(VVFケーブルφ1.6mm)
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速度調節器の取付けと結線方法

取付け前の準備

速度調節器本体の取付け

速度調節器本体の取りはずし
1.ツマミが「切」の位置にあることを確認し、ツ
マミを取りはずす。

2.皿ネジ（2本）をはずし、パネルを取りはずす。
3.ネジ（2本）をはずし、速度調節器本体を取りは
ずす。

●取りはずしたネジはなくさないようにしてくだ
さい。
●スイッチボックスの中に輸送時の保護用包装材
が入っていますので必ず取りのぞいて捨ててく
ださい。

配線のしかた
●屋内配線は左図のような長さに調整し、速度調
節器内のケーブルのシースをはがす。
●付属の耐熱チューブをそれぞれのケーブルにか
ぶせ、ケーブルの長さに合わせて切断する。

●屋内配線はVVFケーブルの線径φ1.6mmを使用
してください。
●ケーブルの皮むき寸法は11mmにしてください。
●屋内配線と速度調節器のリード線をリングスリー
ブでかしめる時は単線により線をかしめないでく
ださい。（より線が断線するおそれがあります）
14ページ「（2）ワイヤーロープの取付け・電源
コードの接続」の項目を参照してください。

取付けかたは露出取付けと埋込取付けがあります。

●速度調節器は磁気の影響を受け易い機器（インターホンのモニターなど）から400mm以上離して設置してください。
（速度調節器から若干の磁気が漏れます）

●速度調節器は強固な構造物へ取付けてください。
（取付ける構造物に強度がないとトランスのうなり音が共鳴するおそれがあります）

(1) 傾斜天井カバーをハンガーカバーの上に乗せた
まま、ハンガーカバーを天井方向へ移動させる。

(2) 傾斜天井カバーと天井面との角度と距離（2～
3mm離す）を調節後、ハンガーカバーの止めネジ
で固定する。

止めネジ

2~3mm離す
パイプ

天井面

ハンガーカバー
上側

傾斜天井カバー

傾斜天井の場合

包装材
速度調節器本体

皿ネジ

ツマミ

スイッチボックス

ネジ

パネル

シース

皮むき寸法
11mm

VVFケーブル
φ1.6mm

スイッチボックス
耐熱チューブ

お願い

お願い

お願い

12
0m

m
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ツマミ

継枠（市販品）
厚さ5ｍｍを
使用する

55.5

5 13 44

5.ツマミのマーキングをパネルの「切」表示に合わせ
て取付ける。（ツマミには方向性があります）
●ツマミの溝とシャフトのピンが嵌合しているこ
とを確認してください。

1.あらかじめ市販の1個用スイッチボックスを縦長
に埋め込む。
●速度調節器本体の埋め込み寸法は55.5mmありま
すので必要に応じて厚さ5mmの継枠をご使用く
ださい。

2.結線図に従い屋内配線と速度調節器本体のリー
ド線を付属のリングスリーブで専用工具を用い
て接続する。
　　専用工具 : ニチフ　NHE 4
3.付属の絶縁チューブとバンドを用いて絶縁処理
をし、スイッチボックス上方のスペースへ収納
する。

4.付属の締付ネジ（2本）で速度調節器本体を取付
ける。

5.ツマミのマーキングをパネルの「切」表示に合わせ
て取付ける。（ツマミには方向性があります）
●ツマミの溝とシャフトのピンが嵌合しているこ
とを確認してください。

埋込取付けの場合

  参 考
JIS（C8340）スイッチボックス（カバー付き）
・1個用スイッチボックス
　　117×70×44ｍｍ
・1個用スイッチボックスカバー　
　　119×72×13ｍｍ
パナソニック　スイッチカバー1個用継枠　　   
   DM5605

速度調節器本体

皿ネジ

ツマミ

JIS スイッチ
ボックス
(カバー付き)締付ネジ(付属品)

パネル

シャフトのピン

ツマミの溝

継枠

壁面

単位(mm)

絶縁チューブ

バンド

1.スイッチボックスを付属の木ネジ20L（4本）で
壁などに取付ける。

2.結線図に従い屋内配線と速度調節器本体のリー
ド線を付属のリングスリーブで専用工具を用い
て接続する。
　　専用工具 : ニチフ　NHE 4
3.付属の絶縁チューブとバンドを用いて絶縁処理
をし、スイッチボックス上方のスペースへ収納
する。

4.速度調節器を分解したときのネジで本体を組み
立てる。

露出取付けの場合

絶縁
チューブ

バンド
上方スペース
へ収納

リング
スリーブ

速度調節器本体

皿ネジ

ツマミ

スイッチボックス

ネジ

パネル

絶縁チューブ

バンド

上方スペース
へ収納

リングスリーブ

木ネジ20L

速度調節器の取付けと結線方法　つづき
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試運転　（試運転前に 18,19ページの施工チェックシートにて確認してください）

定期点検

1. 速度調節器のツマミを回して風量が切り換わるか確認してください。
2. モータやパイプなどに横ゆれ、振動がないことを確認してください。
● 横ゆれ、振動がある場合は次のことを確認してください。

羽根の向き、羽根取付ネジは確実に取付けられていますか ?
羽根が変形していませんか ?
…羽根が大きく変形している場合は別冊の「取扱説明書」の「三菱電機 ご相談窓口・修理窓口」にご相談く
　ださい。

● 横ゆれが直らないときは、羽根先端の高さの差を確認してください。3枚の羽根の先端の高さの差が、5mm以上
ある場合は 5mm以内になるように、下がっている羽根の先端を軽く押し上げて調整してください。羽根の先端を
押し上げる量は 1回につき、C90-WCで 2cm以内、C140-WBで 5cm以内としてください。
押し上げすぎると羽根が破損するおそれがあります。

3枚の羽根の先端
の高さの差を 5mm
以内に調整する。

切...........  停止
強...........  強風
中...........  中風
弱...........  弱風メモ

下記の現象は故障ではありませんので、そのまま続けて使用してください。
・ 弱風、中風では使用中、速度調節器の表面が少し暖かくなります。
・ 速度調節器の中にはトランスが入っていますので、多少うなり音がすることがあります。
・ モータ始動時に本体が揺れることがあります。
・ 羽根を正常に取付けても横ゆれが 2 ～ 3mm 発生することがあります。
・ 弱風では使用中、製品により回転数に差がでることがあります。

強
●

中
●

切
■

弱
●

ツマミの操作方法
　運転 : 切→強→中→弱
　停止 : 弱→中→強→切

風量調節のしかた

お客様から点検を依頼された場合は下記の要領で点検を行ってください。
点検か所 点検内容 時期 処置 参照ページ

上部ハンガー部分 段付きボルト、止めピン、
上部ハンガー金具、パイプの磨耗 １回／年 異常磨耗は交換 13

モータ部 段付きボルト、止めピン、
モータ軸の磨耗 １回／年 異常磨耗は交換 12

ワイヤーロープ ワイヤークリップのナットゆるみ １回／年 ゆるんでいる場合は増締め 14

吊り手部分 取付部材の状態および
吊り手とナット、ネジのゆるみ １回／年 ナットのゆるみは増締め、

吊り手の腐蝕があれば交換 11

羽根部分 取付ネジのゆるみ
亀裂等の破損 １回／年 ネジのゆるみは増締め

羽根の破損があれば交換 13
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施工チェックシート
1.電源はAC100Vですか?

2.速度調節器と天井扇本体は直列に接続され
ていますか?

3.吊り手を取付けた構造物は980Nの荷重に耐
えますか?

4.吊り手は確実に取付けましたか?

5.パイプとの連結部は確実に取付けられてい
ますか?

切

強 中

弱 　　　電源
AC100V
50/60Hz速度調節器

天井扇本体

取付ボルト
カット面

吊り手

バネ座金

ナット
(第一ナット)

ゆるみ止めナット
(第二ナット)

割ピン
(先端を広げる)

木ネジ45L

平座金

段付きボルト

バネ座金
ゆるみ止め
ナット

止めピン

止めピン

ゆるみ止め
ナット

パイプ

ハンガー金具

段付きボルト
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6.ハンガーカバー上側と天井面にすき間があ
りますか?

7.ハンガーカバー（下）とモータカバーの間
に5mm以上のすき間がありますか?
　また、モータカバーとワイヤロープ・電源
コードが接触していませんか?

8.ワイヤーロープとクリップは確実に取付け
ましたか?

9.ワイヤーロープのたるみは30～500mmに調
整しましたか?

10.羽根のピッチは調整しましたか?

電源コード

ワイヤー
ロープ

屋内配線
(VVFケーブルφ1.6mm)

リングスリーブ

絶縁処理

天井板

980Nの
荷重に耐える
構造物

30～
500mm

ワイヤー
ロープ

ワイヤー
クリップ

5ｍ
ｍ
以
上ハンガーカバー(下)

モータカバー

止めネジ

2~3mm離す
パイプ

天井面

ハンガーカバー
上側

止めネジ

2~3mm離す
パイプ

天井面

ハンガーカバー
上側

傾斜天井カバー

曲げ線先端

曲げ線先端
曲げ線先端

羽根

モータ

曲げ線先端
どうしの距離
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